
直売所「福ふくの里」を拠点とした都市住民との交流による地域の活性化

○ 集落の高齢化率が進行

（高齢化率 Ｈ22：29％ → Ｈ30：37％）

○ 担い手不足、人口減少で耕作放棄地が
増加

（人口 Ｈ21：3,597人 → Ｈ30：2,506人）

〇 地域の農家の農産物の販売先である
直売所「福ふくの里」の売上がバイパスの
無料化による車の往来変化により、減少

（売上 H25年：4.8億円 → H30年：4.1億円）

【地域の現状・課題】

【取組地域の概要】

糸島市福吉地区 （特定農山村）

地域農林水産物の販売拡大

＜福吉地区＞

＊行政区名
佐波、大入、
福井、吉井下、
吉井上、鹿家
＊農家戸数

434戸

【福吉地域づくり推進協議会（糸島市福吉地区）】

【取 組 内 容】

ワークショップによる課題整理

直売所を中心とした「食」・「交流」

地域の現状分析、課題を整理するため、専門家による
ワークショップを開催し、地域の活動計画を策定

○ 新型コロナ禍で来客者が減少の中、農業農村体験ツアーの実施
などにより、直売所の売上が減少→横ばい→上昇に変化
○ 産直レストランの開設や周辺施設や地域事業者との連携を契機
に、直売所の売上向上（販売拡大）に期待

○ 地元農林水産物を活用した飲食部門の立ち上げ
・産直レストランの経営計画策定
・地元農林水産物を使ったメニューの検討（試食販売や消費者ニーズ調査を実
施）
・開業後は経営計画とメニューを見直し、産直レストランの運営を改善

○ 地域と連携した農業農村体験ツアーの実施
・地域の体験イベント事業者等と連携し、農業農村体験を組み込んだツアーを
企画、実施

〇 ＷＥＢサイトのリニューアルにより情報発信力を強化
・地域の情報を収集、掲載

地域の担い手育成

○ 産直レストランの営業時間以外を地域に開放することで、地
域担い手の情報交換の場ができた。

※福吉地域づくり推進協議会活性化委員会の開催他

令和３年４月産直レストラン開業

二丈赤米田んぼアート

地元農林水産物を使った海鮮丼
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単位：百万円

直売所「福ふくの里」の売上額

成果・効果

イカの捌き方教室



（取組のプロセス）

人口流出、高齢化、
担い手不足により農
業の維持への危機感

きっかけ

今
後
の
展
望

○交流イベントの開催や直売
所と産直レストランの相乗
効果による地元農林水産物
の販売促進

○地域事業者、歴史文化施設
との連携による地区内回
遊・滞在事業の実施

○活動の核となる若手人材の
育成

将来に向けて

福吉地域づくり推進協議会の設立

○中山間地域農村活性化総合整備事業の計
画に合わせ、次世代が誇り得る魅力と活
力あふれる地域づくりを目的に協議会を
設立（活性化に対する住民意識の醸成）

〇地域の魅力と活力あふれる協議会独
自イベント（福吉産業まつり）を毎
年実施

Step１ （H8〜） Step２ （H14〜）

○地元農林水産物の販
売、都市と農村との交
流、地域情報の発信を
目的とした活性化施設
として建設

「福ふくの里」開業

Step3 （R1〜2）

産直レストラン開設に向けた取組

○産直レストラン建設に向けた課題整理
・補助事業内容の確認
・資金集め方法の検討

○飲食メニューの開発
・消費者ニーズの把握、試作品作成

中山間地域農業・農村振興支援事業 活動計画（R１～）
「山と海 自然の恵みを大切に みんなで楽しく福吉づくり」

① レストランで提供する飲食メニューの開発

② 地域の若手による活性化委員会の設置および活性化事業の企画・運営

地元農林水産物の販売拡大
都市と地域の交流促進

○産直レストランを核とした地域農林
水産物販売拡大

○農業体験ツアー・グリーンツーリズ
ムの受入等の観光事業

○地域事業者との連携による地区内回
遊・滞在モデルの開発

Step5 （R3〜）

○産直レストランの建設（50席）
地元農林水産物を活用したメニュー

農山漁村振興交付金

WEBサイトの構築

○直売所や産直レストランを含
む地域情報を随時発信

〇地元で暮らし、働く住民を取
材し、福吉地域（人）の魅力
を発信

Step4 （R2〜）

都市圏の自治会と
相互交流を開始

農園体験・収
穫体験を実施

都市との交流

○集まった資金で、糸島産木材を使用
したイスとテーブルを調達

クラウドファンディング

専門人材の活用

・ワークショップ開催による地域の意見取りまとめ
・産直レストランで提供する飲食メニューの開発
・レストラン建設のための規模・レイアウトの提案、経営計画の策定
・産直レストラン営業後の地域住民による利活用方法
・地域事業者との具体的な連携事業を実施するための計画策定

専門人材：馬淵 崇 氏
株式会社いとしのいとしま
代表取締役

「福吉の海と山の食材を使った」
「福吉の人の手による」「福吉
で愛され続けるお店づくり」を
コンセプトに設定

R3.4月 産直レストラン
「旬菜旬魚ふくふく」開店

○福吉地域の魅力の発
掘・収集・情報発信

○地域農業等の活性化事
業の企画・開催支援

地域おこし協力隊
（H29～R2）


